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肝 付 町 水 防 計 画 書 

第 1 章  総   則 

１． 目 的 
 

本計画は、肝付町における防災計画の一つとして、水防法（昭和 24 年法律第 193 号、

以下「法」という）第４条の規定に基づき、鹿児島県知事から指定された指定水防管理

団体たる肝付町が同法第 33 条第１項の規定に基づき、水防事務の調整及びその円滑な

実施のため必要な事項を定め、もって肝付町域にかかる河川、湖沼の洪水又は海岸の高

潮、津波等の水害の警戒、防ぎょ及びこれによる被害を軽減し、もって公共の安全を保

持するため、水防の万全を図ることを目的とする。 

 
２． 用語の定義 

 

用 語 定  義 

水防管理団体 

水防の責任を有する市町村又は水防に関する事務を共同に処理

する水防事務組合若しくは水害予防組合をいう（法第２条第２

項）。本文では肝付町（以下「町」という） 

指定水防 

管理団体 

水防上公共の安全に重大な関係のある水防管理団体として知事

が指定したものをいう（法第４条） 

水防管理者 

水防管理団体である市町村の長又は水防事務組合若しくは水害

予防組合の管理者をいう。本文では肝付町長（以下「町長」と

いう）（法第２条第３項） 

消防機関 
消防組織法（昭和 22 年法律第 226 号）第９条に規定する消防の

機関（消防本部、消防署及び消防団）をいう（法第２条第４項）。

消防機関の長 
消防本部を置く市町村にあっては消防長を、消防本部を置かな

い市町村にあっては消防団の長をいう（法第２条第５項）。 

水防団 法第６条に規定する水防団をいう。 

量水標管理者 

量水標、験潮儀その他の水位観測施設の管理者をいう（法第２

条第７項、法第 10 条第３項）。都道府県の水防計画で定める量

水標管理者は、都道府県の水防計画で定めるところにより、水

位を通報及び公表しなければならない（法第 12 条）。 

洪水予報河川 

国土交通大臣又は都道府県知事が、流域面積が大きい河川で、

洪水により国民経済上重大又は相当な損害が生じるおそれがあ

るものとして指定した河川。国土交通大臣又は都道府県知事は、

洪水予報河川について、気象庁長官と共同して、洪水のおそれ

の状況を基準地点の水位又は流量を示して洪水の予報等を行う

（法第 10 条第２項、法第 11 条第１項、気象業務法（昭和 27 年

法律第 165 号）第 14 条の２第２項及び第３項）。 
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用 語 定  義 

水防警報 

国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水、津波又は高潮により

国民経済上重大又は相当な損害が生じるおそれがあると認めて

指定した河川、湖沼又は海岸（水防警報河川等）について、国

土交通省又は都道府県の機関が、洪水、津波又は高潮によって

災害が起こるおそれがあるとき、水防を行う必要がある旨を警

告して行う発表をいう（法第２条第８項、法第 16 条）。 

水位周知河川 

国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水予報河川以外の河川で

洪水により国民経済上重大又は相当な損害が生じるおそれがあ

るものとして指定した河川。国土交通大臣又は都道府県知事は、

水位周知河川について、当該河川の水位があらかじめ定めた氾

濫危険水位（特別警戒水位）に達したとき、水位又は流量を示

して通知及び周知を行う（法第 13 条）。 

水位到達情報 

水位到達情報とは、国土交通大臣又は都道府県知事が指定した

水位周知河川において、あらかじめ定めた氾濫危険水位（特別

警戒水位）への到達に関する情報のほか、氾濫注意水位（警戒

水位）、避難判断水位への到達情報、氾濫発生情報のことをいう。

水防団待機水位 

（通報水位） 

量水標の設置されている地点ごとに都道府県知事が定める水位

で、各水防機関が水防体制に入る水位（法第 12 条第１項に規定

される通報水位）をいう。町長又は量水標管理者は、洪水若し

くは高潮のおそれがある場合において、量水標等の示す水位が

水防団待機水位（通報水位）を超えるときは、その水位の状況

を関係者に通報しなければならない。 

氾濫注意水位 

（警戒水位） 

水防団待機水位（通報水位）を超える水位であって、洪水又は

高潮による災害の発生を警戒すべきものとして都道府県知事が

定める水位（法第 12 条第２項に規定される警戒水位）をいう。

水防団の出動の目安となる水位である。 

避難判断水位 
市町村長の避難準備情報発表の目安となる水位であり、住民の

氾濫に関する情報への注意喚起となる水位。 

氾濫危険水位 

（特別警戒水位）

洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の起こるおそ

れがある水位をいう。市町村長の避難勧告等の発令判断の目安

となる水位である。水位周知河川においては、法第 13 条第１項

及び第２項に規定される特別警戒水位に相当する。 

重要水防箇所 
堤防の決壊、漏水、川の水があふれる等の危険が予想される箇

所であり、洪水等に際して水防上特に注意を要する箇所をいう。

浸水想定区域 

洪水予報河川及び水位周知河川について、洪水時の円滑かつ迅

速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災によ

る被害の軽減を図るため、河川整備の計画降雨により当該河川

が氾濫した場合に浸水が想定される区域として国土交通大臣又

は都道府県知事が指定した区域をいう（法第 14 条）。 
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３． 水防の責任等 
 

水防に関係する各主体について、水防法等に規定されている責任及び義務は次のとお

りである。 
 

（１）県の責任 
県内における水防管理団体が行う水防が十分行われるように確保すべき責任を

有する（法第３条の６）。具体的には、主に次のような事務を行う。 
①水防管理団体の指定（法第４条） 

②水防計画の策定及び要旨の公表（法第７条第１項及び第６項） 

③水防管理団体が行う水防への協力（河川法第 22 条の２） 

④都道府県水防協議会の設置（法第８条第１項） 

⑤気象予報及び警報、洪水予報の通知（法第 10 条第３項） 

⑥洪水予報の発表及び通知（法第 11 条第１項、気象業務法第 14 条の２第３項） 

⑦量水標管理者からの水位の通報及び公表（法第 12 条） 

⑧水位情報の通知及び周知（法第 13 条） 

⑨洪水予報又は水位情報の通知の関係市町村長への通知（法第 13 条の２） 

⑩浸水想定区域の指定、公表及び通知（法第 14 条） 

⑪水防警報の発表及び通知（法第 16 条第１項、第２項及び第３項） 

⑫水防信号の指定（法第 20 条） 

⑬避難のための立退きの指示（法第 29 条） 

⑭緊急時の水防管理団者、水防団長又は消防機関の長への指示（法第 30 条） 

⑮水防団員の定員の基準の設定（法第 35 条） 

⑯水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第 40 条） 

⑰水防管理団体に対する水防に関する勧告及び助言（法第 48 条） 

 
（２）町の責任 

管轄区域内の水防を十分に果たすべき責任を有する（法第３条）。具体的には、

主に次のような事務を行う。 
①水防団の設置（法第５条） 

②水防団員等の公務災害補償（法第６条の２） 

③平常時における河川等の巡視（法第９条） 

④水位の通報（法第 12 条第１項） 

⑤浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置

（法第 15 条） 

⑥水防団及び消防機関の出動準備又は出動（法第 17 条） 

⑦警戒区域の設定（法第 21 条） 
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⑧警察官の援助の要求（法第 22 条） 

⑨他の水防管理者又は市町村長若しくは消防長への応援要請（法第 23 条） 

⑩堤防決壊等の通報、決壊後の措置（法第 25 条、法第 26 条）  

⑪公用負担（法第 28 条） 

⑫避難のための立退きの指示（法第 29 条） 

⑬水防訓練の実施（法第 32 条の２） 

⑭水防計画の策定及び要旨の公表（法第 33 条第１項及び第３項） 

⑮水防協議会の設置（法第 34 条） 

⑯水防協力団体の指定・公示（法第 36 条） 

⑰水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第 40 条） 

⑱水防従事者に対する災害補償（法第 45 条） 

⑲消防事務との調整（法第 50 条） 

 
（３）国土交通省の責任 

①水防管理団体が行う水防への協力（河川法第 22 条の２） 

②洪水予報の発表及び通知（法第 10 条第２項、気象業務法第 14 条の２第２項） 

③量水標管理者からの水位の通報及び公表（法第 12 条） 

④洪水予報又は水位情報の通知の関係市町村長への通知（法第 13 条の２） 

⑤水位情報の通知及び周知（法第 13 条第１項） 

⑥浸水想定区域の指定、公表及び通知（法第 14 条） 

⑦水防警報の発表及び通知（法第 16 条第１項及び第２項） 

⑧重要河川における都道府県知事等に対する指示（法第 31 条） 

⑨水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第 40 条） 

⑩都道府県等に対する水防に関する勧告及び助言（法第 48 条） 

 
（４）気象庁の責任 

①気象、津波、高潮及び洪水の予報及び警報の発表及び通知（法第 10 条第１項、

気象業務法第 14 条の２第１項） 

②洪水予報の発表及び通知（法第 10 条第２項、法第 11 条第１項並びに気象業務

法第 14 条の２第２項及び第３項） 

 
（５）住民等の義務 

①水防への従事（法第 24 条） 

②水防通信への協力（法第 27 条） 

 
（６）水防協力団体の義務 

①決壊の通報（法第 25 条） 
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②決壊後の処置（法第 26 条） 

③水防訓練の実施（法第 32 条の２） 

④津波避難訓練への参加（法第 32 条の３） 

⑤業務の実施等（法第 36 条、第 37 条、第 38 条、第 39 条） 

 
４． 水防計画の作成及び変更 

 
町は、県の水防計画に応じて、出水期前までに水防計画に検討を加え、必要があると

認めるときは変更を行う。水防計画を変更するときは、鹿児島県知事に届け出るものと

する。 
また、町は、水防計画を変更したときは、その要旨を公表するものとする。 
 

５． 津波における留意事項 
 
津波は、発生地点から当該沿岸までの距離に応じて‘遠地津波’と‘近地津波’に分

類して考えられる。遠地津波の場合は、原因となる地震発生からある程度時間が経過し

た後、津波が襲来する。近地津波の場合は、原因となる地震発生から短時間のうちに津

波が襲来する。従って、水防活動及び水防団員自身の避難に利用可能な時間は異なる。 
遠地津波で襲来まで時間がある場合は、正確な情報収集、水防活動、避難誘導等が可

能なことがある。しかし、近地津波で、かつ安全な避難場所までの所要時間がかかる場

合は、水防団員自身の避難以外の行動が取れないことが多い。 
従って、あくまでも水防団員自身の避難時間を確保したうえで、避難誘導や水防活動

を実施しなければならない。 
 

６． 安全配慮 
 

洪水、津波又は高潮のいずれにおいても、水防団自身の安全確保に留意して水防活動

を実施するものとする。 
避難誘導や水防作業の際も、水防団員自身の安全は確保しなければならない。 
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＜水防団員自身の安全確保のために配慮すべき事項＞ 
・水防活動時にはライフジャケットを着用する。 
・水防活動時の安否確認を可能にするため、通常のものが不通の場合でも利用可能

な通信機器を携行する。 
・水防活動は、ラジオ等を携行する等、最新の気象情報を入手可能な状態で実施する。

・指揮者は、水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防止するた

め団員を随時交代させる。 
・水防活動は原則として複数人で行う。 
・水防活動を行う範囲に応じて監視員を適宜配置する。 
・指揮者又は監視員は、現場状況の把握に努め、水防団員の安全を確保するため、

必要に応じ、速やかに退避を含む具体的な指示や注意を行う。 
・指揮者は水防団員等の安全確保のため、予め活動可能な時間等を水防団員等へ周

知し、共有しなければならない。 
・指揮者は、活動中の不測の事態に備え、退避方法、退避場所、退避を指示する合

図等を事前に徹底する。 
・津波浸水想定の区域内にある水防団は、気象庁が発表する津波警報等の情報を入

手し、活動可能時間が確保できることを確認するまでは、原則として退避を優先

する。 
・出水期前に、洪水時の堤防決壊の事例等の資料を水防団員全員に配付し、安全確

保のための研修を実施する。 
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第 2 章 水防組織 

 

１． 水防組織 
 
水防に関係のある警報・注意報等の発表又は地震等の発生等により、洪水、津波又は

高潮のおそれがあると認められるときから洪水等のおそれがなくなったと認められる

ときまで、町は水防本部を設置し、水防事務を処理する。ただし、災害警戒本部が設置

された場合は、水防本部はその組織に編入されるものとする。 

 
２． 水防本部の設置基準 

 
町内の全域あるいは一部の地域に水害が発生し、又は水害が発生するおそれがある場

合等下記に準じて水防本部を建設課内に設置する 

 

地域防災計画に定めた基準 町全体の体制 水防本部 

① 暴風・大雨警報、洪水警報

が発表されたとき 

② 副町長が警戒を必要と認め

たとき 

③ 町内に津波注意報が発令さ

れたとき 

【情報収集体制】 
 防災担当配備要員 
 本庁、総合支所各 1 名以上 

【水防本部の設置】 

① 防災担当配備要員との連絡

を密にとり、必要に応じ建

設課職員は登庁及び水防活

動（巡視・警戒)の準備にあ

たる。 

② 消防団長に連絡 

① 土砂災害警戒情報が発表さ

れ、災害発生が予想される

場合、また小規模の災害が

発生したときで、副町長が

必要と認めたとき 

② 自主避難の放送等を実施し

たとき 

③ 町内に津波警報が発表され

たとき 

④ 副町長が必要と認めたとき  

【災害警戒本部】 
 総務課長 
 建設課長（課員必要数） 
 消防団長 
 福祉課長 
 農業振興課長 
 水道課長 
 防災担当職員 
 

【人員配置】 
 防災担当課 
 建設課必要数 
 消防団本部 

① 災害警戒本部として水防活

動を行う。 

② 建設課長及び建設課員は水

防活動を主とした行動を実

施する。また総務課長と連

携し消防団本部への作業内

容の指示等を行う。 

 

① 比較的軽微な災害が発生し

た場合、またはそのおそれ

があるとき 

② 避難準備情報発令の準備段

階 

③ 災害対策本部長が必要と認

めたとき 

【災害対策本部（第 1次）】 
 災害対策本部を構成する各

課の課長等以上 
 参集範囲は各対策部長の判

断による 

① 災害対策本部土木対策部

として活動を行う。 
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３． 本部の組織及び事務分掌 
 
対策本部組織は別表１）のとおりとし、各々の事務分掌は別表２）のとおりとする。 
 

（１）各対策部長は、部会の分掌する事務が本町の行政機構における業務内容に関する

課長級をもって充てるものとする。 
 

（２）水防対策本部会議 
① 水防本部が迅速かつ的確な応急対策等水防活動を実施するにあたっての基本方

針を協議し、早急に実施すべき事項を決定する水防対策本部会議（以下「本部

会議」という。）を設置する。 
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第 3 章 重要水防区域 

 

町内の重要水防区域は、次のとおりとする。 
 

１． 重要水防区域 

 

町内の河川、海岸等で特に重要な水防区域と認められる区域及びその中で危険と予想

される区域は別表３）のとおりである。 
 

２． 重要水防区域外で危険と予想される区域 

 

町内の河川海岸等で、重要水防区域外で危険と予想される区域及び小規模危険予想箇

所は、別表３）のとおりである。 
 

３． その他 

 

災害予想危険箇所及び土砂災害警戒区域等で土砂災害が予想される箇所は別表４）か

ら別表５）のとおりである。又、洪水危険地帯は別表６）の通りである。 
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第 4 章 予報及び警戒 

 

１． 気象庁が行う予報及び警報 

 

町及び町内関係機関、団体は、災害が発生しそうな段階に至った場合、ラジオ、テレ

ビ等を常備し、気象、情報等の収集に努めるものとする。 
 

（１）全般気象情報・九州南部地方気象情報・鹿児島県気象情報注意報・警報等の定義

及び種類 
 

注

意

報 

県内のいずれかの地域において災害が起

こるおそれがある場合に、気象業務法に基づ

き、鹿児島地方気象台が一般及び関係機関に

対して注意を喚起するために発表する。 

＜気象注意報種別＞ 

大雨・洪水・強風・風雪・大

雪・波浪・高潮・雷・濃霧・

乾燥・なだれ・低温・着氷

（雪）・霜 

警

報 

県内のいずれかの地域において重大な災

害が起こるおそれがある場合に、気象業務法

に基づき、鹿児島地方気象台が一般及び関係

機関に対して警戒を喚起するために発表す

る。 

＜気象警報種別＞ 

大雨（浸水害/土砂災害）・洪

水 

暴風・暴風雪・大雪・波浪・

高潮 

気
象
情
報 

気象官署が気象等の予報に関係のある台風、その他の異常気象等についての

情報を一般及び関係機関に対して具体的・速やかに発表するものをいい、鹿児

島地方気象台が発表する、鹿児島県気象情報並びに鹿児島県記録的短時間大雨

情報もこれに含まれる。 

特
別
警
報

警報基準をはるかに超える豪雨や大津波等が予想され、重大な災害の危険性

が著しく高まっている場合、最大限の警戒を喚起するために発表する。 

 
水防活動の利用に適合する（水防活動用）注意報及び警報は、指定河川洪水注意報及

び警報を除き、一般の利用に適合する注意報、警報及び特別警報をもって代える。なお、

水防活動の利用に適合する特別警報は設けられていない。 
水防活動の利用に適合する注意報、警報の種類と対応する一般の利用に適合する注意

報、警報、特別警報（以下「警報等」という）の種類及びそれらの発表基準は、次のと

おりである。 
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水防活動の利用に 
適合する警報等 

一般の利用に 
適合する警報等 

発表基準 

水防活動用 

気象注意報 
雨注意報 

大雨による災害が発生するおそれがあると予

想したとき 

水防活動用 

気象警報 

大雨警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれがあ

ると予想したとき 

大雨特別警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれが著

しく大きいと予想したとき 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、

災害が発生するおそれがあると予想したとき

水防活動用 

洪水警報 
水警報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、

重大な災害が発生するおそれがあると予想し

たとき 

水防活動用 

高潮注意報 
高潮注意報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇によ

り災害が発生するおそれがあると予想したと

き 

水防活動用 

高潮警報 

高潮警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇によ

り重大な災害が発生するおそれがあると予想

したとき 

高潮特別警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇によ

り重大な災害が発生するおそれが著しく大き

いと予想したとき 

水防活動用 

津波注意報 
津波注意報 

津波により災害が発生するおそれがあると予

想したとき 

水防活動用 

津波警報 

津波警報 
津波により重大な災害が発生するおそれがあ

ると予想したとき 

津波特別警報 

津波による重大な災害のおそれがあると予想

されるとき（なお、「大津波警報」の名称で発

表する） 

※一般の利用に適合する洪水の特別警報は設けられていない。 

 

（２）土砂災害警戒情報 

土砂災害警戒情報は、大雨による土砂災害発生の危険度が高まったときに、町長

が防災活動や住民等への避難勧告等の災害応急対応を適時適切に行えるように支

援すること、また、住民が自主避難の判断等に役立てることを目的とするものであ

り、町は土砂災害警戒情報が発令されたときは、直ちに住民へ防災行政無線等で伝

達する。 
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（３）記録的短時間大雨情報 

県内で、数年に一度程度しか発生しないような猛烈な短時間の大雨（１時間120mm 

以上）を観測（地上の雨量計による観測）又は解析（気象レーダーと地上の雨量計

を組み合わせた分析）したときに、府県気象情報の一種として発表する。 

 

（４）警報・注意報発表基準一覧 

         （鹿児島気象台 平成 26 年現在） 

警 
 
 

報 

大

雨 

（浸水害） 雨量基準 
平坦地：１時間雨量 70mm 

平坦地以外：１時間雨量 80mm 

（土砂災害） 土壌雨量指数基準 162 

洪 水 

雨量基準 
平坦地：１時間雨量 70mm 

平坦地以外：１時間雨量 80mm 

流域雨量指数基準 高山川流域=25 

複合基準 
平坦地：１時間雨量 45mm かつ流域雨量指

数 肝属川流域=32 

指定河川洪水予報 に

よる基準 
肝属川水系［俣瀬・豊栄・高山橋］ 

大 雪 降雪の深さ 
平地 24 時間降雪の深さ 20cm 

山地 24 時間降雪の深さ 30cm 

波 浪 有義波高 6.0m 

高 潮 潮位 2.1m 

注 

意 

報 

大 雨 
雨量基準 

平坦地：１時間雨量 40mm 

平坦地以外：１時間雨量 50mm 

土壌雨量指数基準 110 

洪 水 

雨量基準 
平坦地：１時間雨量 40mm 

平坦地以外：１時間雨量 50mm 

流域雨量指数基準 高山川流域=20 

複合基準 
平坦地：１時間雨量 30mm かつ流域雨量指

数 肝属川流域=32 

指定河川洪水予報 に

よる基準 
肝属川水系［俣瀬・豊栄・高山橋］ 

波 浪 有義波高 2.5m 

高 潮 潮位 1.8m 

記録的短時間大雨情報 － １時間雨量 120mm 

・土壌雨量指数：土壌中に貯まっている雨の量に基づき、降雨による土砂災害発生の危険性を示

す指標（避難準備等への活用） 
・流域雨量指数：流域の雨の量に基づく指標（水害発生の危険性をより高い確度でとらえられる） 
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（５）津波に関する情報 

鹿児島気象台が発表する津波に関する情報は、次の通りである。発表される津波

の高さ等 

種  類 

予想される津波の高さ 

高さの区分 

（発表基準） 
数値での表現 

巨大地震の場合 

の表現 

大津波警報 

10ｍ～ 10ｍ超 

巨大 ５ｍ～10ｍ 10ｍ 

３ｍ～５ｍ ５ｍ 

津波警報 １ｍ～３ｍ ３ｍ 高い 

津波注意報 20cm～１ｍ １ｍ （表記しない） 

（注）１ 津波による災害のおそれがなくなったと認められる場合、大津波警報、津波警報又は

津波注意報の解除を行う。このうち、津波注意報は、津波の観測状況等により、津波が

さらに高くなる可能性は小さいと判断した場合には、津波の高さが発表基準より小さく

なる前に、海面変動が継続することや留意事項を付して解除を行う場合がある。 
       ２ 「津波の高さ」とは、津波によって潮位が高くなった時点におけるその潮位とその時

点に津波がなかったとした場合の潮位との差であって、津波によって潮位が上昇した高

さをいう。 
  
２． 水防警報が発せられる河川 

 
（１）国土交通大臣が水防警報を行う河川 
 
① 水防警報を行う河川名及びその区域 

河 川 名 区            域 

肝属川 

幹 川 

左 岸 

鹿屋市祓川町 3947 番地先の県道橋から海まで 

右 岸 

支 川 

高山川 

左 岸 肝属郡肝付町大字前田字田布尾 323 番の１地先から幹

川への合流点 

右 岸 肝属郡肝付町大字新富字築ケ城 7737 番の５地先から幹

川への合流点まで 

 
② 水防警報発令者 

河 川 名 発    令    者 責 任 者 

肝 属 川 大隅河川国道事務所 所 長 
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③ 水防警報の対象とする水位観測所 

河 

川 

名 

観 

測 

所 

名 

地先名 位 置 

氾濫 

注意 

水位 

（ｍ）

避難判

断水位

（ｍ）

氾濫危険 

水位 

（ｍ） 

【危険水位】

計画 

高水位 

（ｍ） 

観測所地点

の現堤高 

（ｍ） 

肝 

属 

川 

俣 

瀬 

肝属郡東串

良町大字川

西俣瀬 

河口より

3,880m 
3.80 4.70 5.00 5.63 9.00 

高 

山 

川 

高 

山 

橋 

肝 属 郡 肝 

付町大字新

富 

幹川合流

点より

2,280m 

4.60 5.10 6.40 6.82 9.50 

 
④ 各対象量水標の水防警報の範囲 

河川名 観測所名 待  機 準  備 出  動 解  除 

肝属川 俣 瀬 

水防団待機水位

(2.80m)に達し、

はん濫注意水位

(3.80m) に 達 す

ると思われると

き 

水防団待機水位

(2.80m)を超え、

はん濫注意水位

(3.80m) を 突 破

すると思われる

とき 

はん濫注意水位

(3.80m)に達し、

なお上昇の見込

みがあるとき 

はん濫注意水位

以下に下がっ

て、再び増水の

恐れがないと思

われるとき 

高山川 高山橋 

水防団待機水位

(3.30m)に達し、

はん濫注意水位

(4.60m) に 達 す

ると思われると

き 

水防団待機水位

(3.30m)を超え、

はん濫注意水位

(4.60m) を 突 破

すると思われる

とき 

はん濫注意水位

(4.60m) に 達 し

なお上昇の見込

みがあるとき 

はん濫注意水位

以下に下がって

再び増水の恐れ

がないと思われ

るとき 

 
⑤ 水防警報の通知及び水位観測所の関係する町長の範囲 

河川名 観測 
所名 発令担当者 受報担当者 連絡

方法

町 
(町長名) 

肝属川 俣瀬 
大隅河川国道

事務所長（調査

第一課長） 

大隅地域振興局

建 設 部 長
電話

肝付町（同町長） 
鹿屋市（同市長） 
東串良町（同町長） 

高山川 高山橋 同  上 大隅地域振興局

建 設 部 長
電話 肝付町（同町長） 
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３． 水防警報の種類 

 

 種 類 内              容 

待 機 

 出水あるいは水位の再上昇が懸念される場合に、状況に応じて直ちに水

防機関が出動できるように待機する旨を警告し、または、水防機関の出動

期間が長引くような場合に、出動人員を減らしても差し支えないが、水防

活動をやめることはことはできない旨を警告するもの。 

準 備 
 水防に関する情報連絡、水防資機材の整備、水門機能等の点検、通信及

び輸送の確保等に努めるとともに、水防機関に出動の準備をさせる必要が

ある旨を警告するもの。 
出 動 水防機関が出動する必要がある旨を警告するもの。 

警 戒 
 出水状況及びその河川状況を示し、警戒が必要である旨を警告するとと

もに、水防活動上必要な越水・漏水・法崩・亀裂等の河川の状態を示しそ

の対策を指示するもの。 

解 除  水防活動を必要とする出水状況が解消した旨及び当該基準水位観測所

名による一連の水防警報を解除する旨を通告するもの。 
 
地震による堤防の漏水、沈下等の場合又は津波及び高潮の場合は、上記に準じ次のと

おりとする。 

 種 類 内              容 
待 機 

 地震による堤防の漏水、沈下等の場合又は津波及び高潮の場合は、水防

団待機水位・はん濫注意水位等にとらわれず、現地状況より判断し、水防

警報を発表する。 

準 備 
出 動 
解 除 

 

種 類 内  容 発令基準 

情報収集 

水防活動に備えて津波発生

の有無、津波到達予想時刻等

を情報収集するもの 

日本近海において大規模な地震が発生し、

津波到来のおそれが否定できないとき 

出動 

水防機関が出動する必要が

ある旨を警告するもの 
津波警報等が発表され水防活動が必要と

認められる場合で、かつ安全に作業が行え

る（時間的な猶予がある）状態のとき 

解除 

水防活動の必要が解消した

旨を通告するもの 

１）津波警報等が解除されたとき 

２）水防活動の必要があると認めら 

れなくなったとき 

注）津波注意報・津波警報・大津波警報時に発表する水防警報は、住民の避難誘導等及び津波注

意報・津波警報・大津波警報解除後の出水等に備えるもので、警報発令後に水防工法等の対

策を行うものではない。 
注）気象庁から発表される津波警報等が現地で活動中の水防団員に必ず届くことを確認しておく

こと。 
注）水防活動が必要となるのが、気象庁からどのような警報等が発表されたときとなるのか、あ

らかじめ整理しておくこと。 
注）避難訓練を実施し、「退避必要時間」内に退避できることを確認することが望ましい。 
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４． 水防警報と通報 

（１）国土交通大臣が発令する水防警報の通報 
   ア 国土交通大臣が水防警報を行う河川の区域を管轄する大隅地域振興局建設

部長は、国土交通大臣（大隅河川国道事務所長）から水防警報発令の通報を

受けたときは、直ちに関係町長、その他水防に関係のある機関へ通報するも

のとする。 
   イ 水防警報の通報を受けた県水防本部は、その旨を関係機関へ通報するものと

する。 
   ウ 水防警報の通知を受けた町長は、関係住民に連絡するとともに水防団、消防

機関を待機させ、又は必要に応じて出動その他の措置をとらせるものとする。 
   エ 水防警報連絡系統図は、次のとおりである。 
 

水防警報連絡系統図 
 

 

 

 

 
 
 
５． 津波に関する水防警報 

日本近海における地震発生の場合、地域にとって該当する地震の震源域に関する情報

をもとに、あらかじめ津波到達時間が推定できていることが大前提となる。 
各地域の実状や立地条件を踏まえて、「活動可能時間」の有無を検討し、状況に応じ

て水防警報の発表基準を定めるものとする。 
安全時間も考慮した退避必要時間の確保を最優先し、活動可能時間は他の必要な時間

を差し引いた結果得られる時間とする。 
 
※退避必要時間：退避時間（安全な高台等へ退避するために要する時間）＋安全時間（安全・

確実に退避が完了するよう、余裕を見込んだ時間） 
 

南海トラフによる最大津波 種子島東方沖 

津波の高さ

+1m 

到達時間 

最大津波  

到達時間 
最大津波高 

津波の高さ

+1m 

到達時間 

最大津波  

到達時間 
最大津波高 

（分） （分） （T.P.m） （分） （分） （T.P.m） 

28 46 8.39 20 76 4.09 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 

県出先機関

周知

町 
消防団 

鹿児島地方気象台 報道機関 住民 

発表 

通知

避難

準備・出動 

大隅河川国道事務所 

県 
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第 5 章 水位等の観測、通報及び公表 

 

１． 水防巡視 

 

水防本部長は、水防警戒等の通知を受けたときは、直ちに消防団長にその通報を通知

し、団員に河川・水門・樋門等の巡視を行うよう指示するものとする。 

また、河川水位が次の表の指定水位に達した旨の通報があったときは、直ちに消防団

長に通知するとともに、本書第 10 章に示す「水防信号」により周知し、更に必要な団

員を招集し、警戒、水防活動等にあたらせるものとする。 

雨量観測所は別表７）、水位観測所は別表８）の通りである。 
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第 6 章 水門・ダム等の操作 

 

１． 水門等 

（１）河川区間の水門（洪水） 
水防上重要な水門等は、別表９）のとおりである。ダム及び水門等の管理者は、

常に当該施設が十分その機能を発揮できるよう努めるとともに、特に、水防活動時

においては、適正な操作を行い、水害の軽減、防止に努めるものとする。 

水門等の管理者は、気象警報・注意報等及び洪水予報・水防警報が発表されたと

き、又は雨量、水位、流量等の気象状況を考慮し、洪水時又は洪水のおそれがある

と認めたときは、各施設の操作規則等に基づき、的確な操作を行うものとする。 

 
（２）河口部・海岸部の水門（津波、高潮） 

河口部・海岸部の水門・閘門の管理者は、常に当該施設が十分その機能を発揮で

きるよう努めるとともに、特に、水防活動時においては、適正な操作を行い、水害

の軽減、防止に努めるものとする。 
河口部・海岸部の水門・閘門の管理者は、大津波警報、津波警報が発令された場

合には安全確保のため直接操作をさせないなど、操作員の安全確認を最優先にした

うえで、各施設の操作規則等に基づき、的確な操作を行うものとする。 
 

２． ダム等 
 
洪水による災害が発生し、又は発生するおそれが大きいと認められる場合において、

災害の発生を防止し、又は災害を軽減するため緊急の必要があると認められるときは、

町はダム管理者と連携して、当該ダムの操作について、その水系に係る河川の状況を総

合的に考慮して、災害の発生を防止し、又は災害を軽減するための必要な措置をとる。 
 
３． 操作の連絡 

 
ダム及び水門等の管理者は、各施設の操作規則等に基づき、放流等の情報を直ちに河

川管理者、所管建設事務所、下流地域等の町に迅速に連絡するものとする。 
 

 
４． 連絡系統 
 
連絡系統図に従って連絡し、やむを得ない理由により、この系統によりがたい場合は

あらゆる手段を尽くして迅速確実に連絡する。 
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第 7 章 通信連絡 

 

１． 気象予報・警報等の伝達系統図 

 

（１）町における伝達系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※土砂災害警戒情報システムの活用 

大雨警報発表中において、大雨による土砂災害発生の危険度が高まり、より厳重な警

戒が必要な場合に、住民の防災活動や避難行動を支援するため、鹿児島地方気象台及び

鹿児島県から発表される土砂災害警戒情報システムの活用により、雨量データ及び雨量

状況による危険度を示す危険指標レベル１・２・３・４等の土砂災害に関する情報を活

用し、住民に情報提供するものとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災行政無線 

各振興会長 

広報車 

消防団長 

町教育委員会 

JA 鹿児島きもつき 

高山・内之浦漁業協同組合 

関係機関団体 

各消防分団長 

町内各小中高校 

各農業者 

各漁業者 

一般住民 

本部連絡班 

土砂災害警戒 

情報システム 

鹿児島地方気象台 

各振興局建設部 

県砂防課 

県危機

管理局

各市 

町村 

防災 

行政 

無線 

 

広報車 

住 

民 
各 

地 

区 

雨 

量 

観 

測 

所 

（注）津波、高潮予報・警報は防災行政無線を通じて波見地区、有明地区、内之浦地区、 

岸良地区方面へ伝達する。 
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（２）町に伝達される関係機関ごと予報・警報伝達系統図（参考） 

 

気象予報・警報等伝達系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 警報等の受領及び伝達方法 

 

（１）関係機関から通報される警報等は総務課が受領する。総務課における受領担当員

（伝達担当員を兼ねる）は総務課長補佐、町民生活課長補佐、総務課消防交通係

長及び町民生活課消防交通担当とする。 
 
（２）勤務時間外は警備員が警報等を受領する。受領後は直ちに総務課長、支所長兼町

民生活課長、建設課長に連絡するものとする。警報等を受領した総務課長は、町

長及び副町長に報告する。 
 
（３）（１）（２）により警報等を受領したときは、直ちに庁内各課（勤務時間外は関係

課長）に庁内マイク（電話等）により放送周知させるとともに関係機関、住民等

に対しては次により周知するものとする。 
 
（４）関係機関等に対する伝達 

農協等の関係機関、団体に対しては電話等により受領内容をそのまま伝達する。

関係機関の受領電話番号及び受領責任者は次のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 

鹿児島県 

大隅河川国道事務所 

県警察本部 

NHK 鹿児島放送局 

鹿

児

島

地

方

気

象

台

消防団 

一般住民 

県出先機関 

肝付警察署 派出所・駐在所 

町 

（水防警報）
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関係機関団体 受領電話番号 受領責任者 備考 

国土交通省大隅河川国道事務所 65-2541 所長  

国土交通省大隅河川国道事務所 

高山出張所 
65-2415 出張所長  

肝付警察署 65-0110 署長  

JA鹿児島きもつき高山支所 65-2531 支所長  

JA鹿児島きもつき内之浦支所 67-2611 支所長  

高山漁業協同組合 65-6133 組合長  

内之浦漁業協同組合 67-2121 組合長  

肝付町商工会 65-2226 会長  

肝付町高山土地改良区 65-2456 理事長  

肝付町内之浦土地改良区 67-2111（内線2160） 理事長  

肝属中部土地改良区 45-7120 理事長  

消防団本部 消防団一覧表による 団長  

 

各分団 

（東部、西部、有明、波見、野

崎、津曲、下之門、下住、宮下

、富山、論地、後田、本城、川

上、北方、南方、岸良） 

消防団一覧表による 分団長 
 

 

 
３． 災害時優先通信の取扱い 

 
災害等により電話が混合った場合には、発信規制や接続規制といった通信規制（大規

模災害時は約 90％以上の制限が行われることがある）が行われるため、通常の電話は

被災地からの発信や被災地への接続が困難となる。これを回避するため、水防上緊急を

要する場合、水防関係機関は法第 27 条第２項及び電気通信事業法（昭和 59 年法律第

86 号）に基づき、災害時優先通信を利用することができる。利用にあたっては、電気

通信事業者へ事前の申し込みが必要となるため、必要な電話回線をあらかじめ登録して

おくとともに、どの電話機が災害時優先通信を利用できるのかをわかるようにしておく。 
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第 8 章 水防施設及び輸送 

 

１．水防倉庫並びに備蓄資機材 
 

内の水防倉庫及び備蓄資器材は別表 10）のとおりである。 

 
２． 防倉庫の管理及び資機材の利用 

 
水防倉庫は建設課において管理する。ただし、水防本部設置下においては水防本部に

おいて管理するものとし、各部会員は必要に応じて水防資機材を利用して水防並びに応

急復旧措置を行う。 
 

３． 水防資機材の調達 
 

水防資機材確保のために、水防資機材取扱業者とあらかじめ協議し、緊急調達できる

ようにしておくものとする。 
なお、消防団において状況の急変等により水防本部に要請する暇がないときは、各分

団長は当該地域の業者等により調達するものとする。その場合には、その旨水防本部に

報告するものとする。 
 
４． 輸送の確保 
 
非常の際、資器材、作業員その他の輸送を確保するため、町内の重要水防区域におけ

る輸送経路図は別表 11）の通りである。 
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第 9 章 水防活動 

 
１． 動員要領 
 
（１） 総務対策部長（総務課長）は、水害の発生が予想される事態又は水害が発生し

たときは、本部長の指示を受け各対策部長に配備の規模を通知する。 
 

（２） 各対策部長は、水害の発生が予想される事態又は水害が発生したときに備えて、

配置規模に応じた動員が円滑に行われるよう連絡員を置き、総務対策部長の連

絡・指示により動員し、部会活動を行う。 
 

（３） 配備要因及び連絡員は、水害の発生が予想される事態又は水害が発生したとき

は、常に所在を明らかにし、部長との連絡保持に努め、動員に応ずる体制を整

えるものとする。 
 

（４） 勤務時間外その他勤務を要しない日時において、連絡不能の状況にある場合の

各部会の連絡員は、水防本部が設置される事態が推定されるときは、自らの判

断により指示を待たずに登庁し、水害応急対策活動に支障のないよう努めなけ

ればならない。 
 

２． 配備及び配置要員 
（１） 初動体制 

区分 内容 要員配置 

初期配備 
水防本部の設置には至らないが、今後の気象状

況に注意を要するときの配備体制 
原則として建設課 
職員２名 

 
（２） 水防体制の種類 

区分 内容 要員配置 

第１配備 
（準備体制） 

水害の発生が予想される事態であるが、発生ま

でに多少の時間的余裕があるときの配備体制 
各対策部長及び各部会構

成課の連絡員各１名 

第２配備 
（警戒態勢） 

比較的軽微な水害もしくは局地的な水害が発生

した場合、又は水害の発生が必至となったとき

の配置体制 

各部会の構成課の課員半

数 

第３配備 
（非常体制） 

全町にわたる水害が発生し、又は局地的水害で

あっても被害が特に甚大なときの配備体制 
全員 
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３．水防本部設置後の活動 
 

（１） 水防本部が設置された場合、第１配備体制下においては、総務対策部長は水防

本部に各対策部長及び連絡員を招集し、その他の部会員については自宅待機し

以後の連絡・指示に従う。 
 

（２） 第２配備以降の水防体制においては、各部会員についても水防本部に参集し、

技術職員をリーダーとする３～４名の小グループを形成し、各対策部長の指示

に従い行動する。 
 

（３） 水防・水害に関する通報については、水防本部において一括して受付を行い、

適時、水害現場との連絡に努める。 
 

（４） 各部会員は水害現場における応急措置等の活動状況を水防本部に報告し、水防

本部はこれを記録する。 
 
４．消防団の責務 

 

洪水等に際し、水害を警戒し及びこれによる被害を軽減し、もって公共の安全を保持

するため、水防法第 16 条の規定による水防警報等を受けたときから洪水等による危険

が除去するまでの間、この計画に基づいて活動するものとする。 
各分団の水防活動の受持区域は下表のとおりとし、消防団長は必要に応じて分団の水

防区域を変更し、他の分団に水防活動の応援を命ずることができる。 
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（１）高山地区水防団(消防団)の受持区域 

分 団 名 受持区域 

有 明 分 団 飯ヶ谷・一ツ松・有明山下・柳井谷・仮屋・西仮屋 

波 見 分 団 浦町・波見下・轟・荒瀬・平後園 

野 崎 分 団 和田・東大園・西大園・上大園・上原・塚崎 

津 曲 分 団 津曲・水窪 

下 之 門 分 団 池之園・下之門 

東 部 分 団 

花牟礼・東迫・東横間・西横間・丸岡・小牧・博労町・本町・仲町・新

町・西新町・八幡馬場・寺町・寺町ヶ丘・五社馬場・中馬場・中麓・西

麓・神之市・長珠庵・中村園・下永山・三反 

下 住 分 団 下住上・菅原・下住下 

西 部 分 団 
福留町・西之宮・新生町・赤池・栄町・坂中・下西方・上西方・旭が丘・

長能寺・大脇・上之馬場１～4 区・西が丘・上之原 

論 地 分 団 稲村・中村・岩崎・論地 

後 田 分 団 
協和・谷山迫・笹ヶ尾・鳥越・大窪・永野・白坂・後田東山下・後田西

山下・染木・中原・瀬戸宇治 

本 城 分 団 本城下・本城中・本城上・寺之上・安野 

川 上 分 団 石之脇・岩屋・片野・折生野 

宮 下 分 団 宮下川南・宮下川北 

富 山 分 団 富山 

 

（２）内之浦地区水防団(消防団)の受持区域 

分 団 名 受持区域 

北 方 分 団 小串・樫脇・天神・枦木・平牟田・津房・坂元・馬込・赤木屋・江平 

南 方 分 団 
新地・乙田・上建・下建・上町・仲町・下町・浜崎・上向・川地・大平見

侍金・小田・小野・津代・宮原 

岸 良 分 団 港・東・本地・下西・上西・大原・姫門・浜・川口・船間・辺塚・大浦 
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５．消防団への通報 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．河川・堤防の巡視等 
 
（１） 各分団長は、洪水予報の通知を受けたときは、随時、河川、堤防を巡視し、量

水標等により水位の変化、水門の状況等を町長に報告するものとする。 
なお、水位が警戒水位に達したときは、第１水防信号により地域住民に周知す

るものとする。 
 
（２） 各分団長は、河川の水位がはん濫注意水位に達したときは、随時、河川、堤防

を巡視し、洪水のおそれを察したときは、直ちにその状況を水防本部に報告す

るとともに、第２水防信号を打続し、団員を招集し水防作業にあたらせ、その

旨を町長に報告するものとする。 
 
（３） 各分団長は、堤防の決壊又はこれに準ずべき事項が発生し、水防のための地域

内住民の出動を求める必要があるときは、直ちに第３水防信号を打鐘の上、出

動を要請しその旨を町長に報告するものとする。 
 
（４） 各分団長は、洪水の危険が切迫し、直ちに地域住民の避難立ち退きが必要と認

分
団
長
・
副
分
団
長 

高 山 地 区

東 部 分 団

西 部 分 団

有 明 分 団

波 見 分 団

野 崎 分 団

津 曲 分 団

下之門分団

下 住 分 団

宮 下 分 団

富 山 分 団

論 地 分 団

後 田 分 団

本 城 分 団

川 上 分 団

内之浦地区

北 方 分 団

南 方 分 団

岸 良 分 団

消
防
地
区
団
長 

消
防
団
長 

各
部
長
・
班
長 

各
団
員 

町
長 
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めるときは、第４水防信号の打鐘により直ちに地域住民に周知し、安全な場所

に避難誘導を開始するとともに、その旨を町長に報告するものとする。 
 
７．水防活動報告 

 
各分団長は、水防活動終了後２日以内に、別表 14）の様式により水防本部に水防活

動報告書を提出するものとする。 
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第 10 章 水防信号等 

 
１．水防信号 

 

町が水防に用いる信号は、次のとおりとする。 
 

種 類 説明 警鐘信号 サイレン信号 

第１信号 
はん濫注意水位に達したことを

しらせるもの 

一点打 

０休止 

（約５秒）（約 15 秒）

０―休止 

第２信号 

消防団員及び消防機関に属する

者全員が出動すべきことを知ら

せるもの 

三点打 

０－０－０ 

（約 10 秒）（約 10 秒）

０―休止 

第３信号 

当該町の区域内に居住する者が

水防の応援に出動すべきことを

しらせるもの 

四点打 

０－０－０－０ 

（約 10 秒）（約５秒）

０―休止 

第４信号 
必要と認める区域内の居住者に

避難すべきことをしらせるもの 
乱打 

（約１分）（約５秒）

０―休止 

 
（１） 信号は、適宜の時間継続すること。 
（２） 必要があれば、警鐘信号及びサイレン信号を併用すること。 
（３） 危険解消と確認したときは、口頭伝達により周知させること。 
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第 11 章 協力及び応援 

 
１．河川管理者の協力 
 

河川管理者は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、町が行う水防のための活動に次

の協力を行う。 
 

＜河川管理者の協力が必要な事項＞ 
（１）町に対して、河川に関する情報（肝属川の水位、河川管理施設の操作状況に関す

る情報、ＣＣＴＶの映像、ヘリ巡視の画像）の提供 
（２）町に対して、氾濫（決壊又は溢流）想定地点ごとの氾濫水到達市町村の事前提示、

及び町長等から異常な漏水等についての通報を受けた場合には通報すべき関係者

（関係機関・団体）の提示 
（３）堤防又はダムが決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生したとき

（氾濫発生情報を発表する場合を除く）、河川及びダム管理者による関係者及び一

般への周知（伝達方法については第７章通信連絡による） 
（４）重要水防箇所の合同点検の実施 
（５）町が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 
（６）町及び水防協力団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して、河川管理

者の応急復旧資器材又は備蓄資器材の提供 
（７）町及び水防協力団体の人材で不足するような緊急事態に際して、水防に関する情

報又は資料を収集し、及び提供するための職員の派遣 
 

２．警察官の援助要求 
 

町長は、水防のため必要があると認めるときは、肝付警察署長に対して、警察官の出

動を求めるものとする。 
その方法等については、あらかじめ肝付警察署長と協議しておくものとする。 

 

３．自衛隊の派遣要請 
 

町長は、災害に際し、自らの能力で処理することが困難な事態が予想されるときは、

災害対策基本法第 68 条の２に基づき、知事に自衛隊の災害派遣の要請を要求するもの

とする。派遣要請の要求に当たっては次の事項を明らかにするものとする。 
(１)災害の状況及び派遣要請を要求する事由 

(２)派遣を希望する期間 
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(３)派遣を希望する区域及び活動内容 

(４)派遣部隊が展開できる場所 

(５)遣部隊との連絡方法、その他参考となるべき事項 

 

なお、知事に自衛隊の災害派遣の要請を要求することができない場合には、町長が直

接、自衛隊等に派遣を要請する旨の通知等を行うことになるため、事前に通知先となる

自衛隊の関係部局と調整を行うものとする 
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第 12 章 費用負担と公用負担 

 
１．費用負担 

 

町の水防に要する費用は、法第 41 条により町が負担するものとする。ただし、町の

水防活動によって次に掲げる場合においては、町長相互間においてその費用の額及び負

担の方法を協議して定め、協議が成立しない場合は、知事にあっせんを申請するものと

する。 
（１）法第 23 条の規定による応援のための費用 

（２）法第 42 条の規定により、著しく利益を受ける他の市町村の一部負担 

 

２．公用負担 

 

（１）公用負担 

水防のため緊急の必要があるときは、町長、水防団長又は消防機関の長は水防の

現場において次の権限を行使することができる。 
 

・必要な土地の一時使用 

・土石、竹木その他の資材の使用若しくは収用 

・車両その他の運搬用機器の使用 

・工作物その他の障害物の処分 

 

（２）公用負担権限委任証 

公用負担を命ずる権限を行使する者は、町長、水防団長又は消防機関の長にあっ

ては、その身分を示す証明書を、その他これらの者の委任を受けた者は、以下の公

用負担権限委任証を携行し、必要がある場合は、これを提示しなければならない。 
 

（３）公用負担命令書 

公用負担を命ずる権限を行使する者は、以下の公用負担命令書を２通作成し、そ

の１通を目的物の所有者、管理者又はこれに準ずる者に交付するものとする。 
 

（４）損失補償 

本町は、公用負担の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、時価によ

りその損失を補償するものとする。 
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第 13 章 水防報告等 

 

１．水防記録 

 

水防作業員が出動したときは、町長は、次の記録を作成し、保管するものとする。 
①天候の状況並びに警戒中の水位観測表 

②水防活動をした河川名、海岸名及びその箇所 

③警戒出動及び解散命令の時刻 

④水防団員及び消防機関に属する者の出動時刻及び人員 

⑤水防作業の状況 

⑥堤防、その他の施設の異常の有無及びこれに対する処置とその効果 

⑦使用資材の種類及び数量並びに消耗量及び員数 

⑧水防法第 28 条の規定による公用負担下命の器具、資材の種類、数量及び使用場所

⑨応援の状況 

⑩居住者出勤の状況 

⑪警察関係の援助の状況 

⑫現場指導の官公署氏名 

⑬立退きの状況及びそれを指示した理由 

⑭水防関係者の死傷 

⑮殊勲者及びその功績 

⑯殊勲水防団とその功績 

⑰今後の水防について考慮を要する点、その他町の所見 

 

２．水防報告 

 

町長は、水防活動が終結したときは、水防活動実施後 15 日以内に各分団長より提出

された水防活動報告書・別表 14）を、大隅地域振興局長を経由して県水防本部長に報

告するものとする。 
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第 14 章 水防訓練 

 

町は、毎年出水期前に、水防団、消防機関及び水防協力団体の水防訓練を実施し、水

防技術の向上を図るものとする。 
津波災害警戒区域に係わる水防団は、津波防災地域づくりに関する法律に規定された

津波避難訓練に参加しなければならない。 
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別表１）肝付町水防対策本部組織及び構成（組織構成は地域防災計画に準ずる） 



別表２）事務分掌 



別表３）重要水防箇所 

 

重要水防箇所 区分（国土交通大臣管理区間） 

 

 

重要水防箇所（国土交通大臣管理区間） 

 

重要水防箇所Ａ（国土交通大臣管理区間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重要水防箇所Ｂ（国土交通大臣管理区間）





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重要水防箇所 要注意（国土交通大臣管理区間）

 

 

重要水防箇所 重点区間（国土交通大臣管理区間） 

資料：国土交通省九州地方整備局 大隅河川国道事務所 高山出張所 H27年度資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重要水防区域及び危険予想箇所（知事管理区間） 

※A＝100mm程度、B＝200mm程度、C＝300mm程度の日雨量で危険が予想される 

資料：平成26年度鹿児島県水防計画書 

 

 

重要水防区域外の危険と予想される区域（河川関係） 

※A＝100mm程度、B＝200mm程度、C＝300mm程度の日雨量で危険が予想される 

資料：平成26年度鹿児島県水防計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 



重要水防区域外の危険と予想される区域（海岸関係） 

資料：平成26年度鹿児島県水防計画書 

 

主要交通途絶予想箇所 

 

 

 

 



交通途絶予想箇所図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表４）土砂災害危険箇所 

 

 

土砂災害危険箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



土石流危険渓流 

 

 

土石流危険渓流 区分 
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急傾斜地崩壊危険箇所 

 

 

急傾斜地崩壊危険箇所 区分 

Ⅰ 
被害想定区域内に人家が５戸以上等（５戸未満であっても官

公署、学校、病院、社会福祉施設等の災害弱者関連施設等の

ある場合を含む）ある箇所 

Ⅱ 被害想定区域内に人家が１～４戸ある箇所 

Ⅲ 
被害想定区域内に人家がない場合でも、都市計画区域内であ

ること等一定の要件を満たし、住宅等が新規に立地する可能

性があると考えられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地すべり 

 

 

地すべり危険箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表５）土砂災害警戒区域・特別警戒区域 

 

 

土砂災害警戒区域・特別警戒区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後田 岩之元

後田 風ヶ谷

後田 石原

後田 風ヶ谷

後田 中折生野

後田 上折生野

後田 宇都口

後田 宇都口

後田 上折生野

後田 下大平

後田 下大平

後田 湯之谷

後田 川床

後田 永岩

後田 上大平

後田 上大平

後田 四俣

後田 立谷

後田 石原

後田 立谷

後田 立谷

後田 下大平

後田 大牧

後田 大牧

後田 中折生野

土・舟木１ dok483-0127 岸良 舟木

土・船間１ dok483-0131 岸良 船間

土・船間２ dok483-0132 岸良 船間

土・船間３ dok483-0133 岸良 船間

土・五郎ケ元１ dok483-0134 岸良 五郎ケ元

土・五郎ケ元２ dok483-0135 岸良 五郎ケ元

土・船間４ dok483-0138 岸良 船間



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土・五郎ケ元３ dok483-0139 岸良 五郎ケ元

土・船間５ dok483-0140 岸良 船間

土・五郎ケ元４ dok483-0141 岸良 五郎ケ元

土・辺塚１ dok483-0148 岸良 辺塚

土・大浦１ dok483-0152 岸良 大浦

土・大浦２ dok483-0153 岸良 大浦

土・大浦３ dok483-0154 岸良 大浦

土・辺塚２ dok483-0156 岸良 辺塚

土・大浦４ dok483-0157 岸良 大浦



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土・五橋１ dok483-0032 南方 五橋

土・五橋２ dok483-0033 南方 五橋

土・乙田１ dok483-0039 南方 乙田

土・大平見１ dok483-0040 南方 大平見

土・乙田２ dok483-0046 南方 乙田

土・乙田３ dok483-0047 南方 乙田

土・乙田４ dok483-0048 南方 乙田

土・大平見２ dok483-0049 南方 大平見

土・吉重１ dok483-0052 南方 吉重

土・吉重２ dok483-0053 南方 吉重

土・吉重３ dok483-0054 南方 吉重

土・吉重４ dok483-0055 南方 吉重

土・侍金１ dok483-0056 南方 侍金

土・侍金２ dok483-0058 南方 侍金

土・上原１ dok483-0059 南方 上原

土・侍金３ dok483-0061 南方 侍金

土・侍金４ dok483-0063 南方 侍金

土・五橋３ dok483-0158 南方 五橋

土・乙田５ dok483-0159 南方 乙田

土・侍金５ dok483-0160 南方 侍金

土・鍋浦１ dok483-0002 南方 鍋浦

土・鍋浦２ dok483-0003 南方 鍋浦

土・鍋浦３ dok483-0004 南方 鍋浦

土・白木１ dok483-0005 南方 白木

土・尾方前１ dok483-0006 南方 尾方前

土・尾方前２ dok483-0007 南方 尾方前

土・倉１ dok483-0031 南方 倉

土・丸山１ dok483-0036 南方 丸山

土・山ノ口１ dok483-0041 南方 山ノ口

土・平岩１ dok483-0042 南方 平岩

土・港山添１ dok483-0043 南方 港山添

土・上ノ小野１ dok483-0044 南方 上ノ小野

土・港山添２ dok483-0045 南方 港山添

土・尾方前３ dok483-0060 南方 尾方前

土・尾方前４ dok483-0062 南方 川原瀬

土・川原瀬１ dok483-0064 南方 川原瀬



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

_01 後田 新屋敷

_02 後田

_03 後田

_01 後田

_02 後田

_03 後田

_01 後田 石原

_02 後田 東牟礼山

_03 後田 西牟礼山

_04 後田 通山

_05 後田 吉直上

_06 後田 東牟礼山

_01 後田 大牧

_02 後田 大牧

_01 後田 石原

_02 後田 石原

_03 後田 岩之元

_04 後田 杉ノ元

_01 後田 橋之元

_02 後田 橋之元

_03 後田 宇都口

後田 上折生野

_01 後田 宇都口

_02 後田 宇都口

後田 岸良道添

後田 岸良道添

_01 後田 上大平

_02 後田 上大平

_03 後田 下大平

_04 後田 下大平

_05 後田 下大平

_06 後田 下大平

_07 後田 下大平

_08 後田 宇都口

後田 岸良道添

_01 後田 下大平

_02 後田 下大平

_01 後田 永岩

_02 後田 永岩

後田 永岩

後田 湯之谷



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

_01 後田 下大平

_02 後田 下大平

_03 後田 下大平

_01 後田 湯之谷

_02 後田 湯之谷

_01 後田 川床

_02 後田 川床

_03 後田 川床

後田 立谷

_01 後田 立谷

_02 後田 立谷

_03 後田 立谷

_04 後田 立谷

_01 後田 立谷

_02 後田 立谷

後田 立谷

後田 立谷

_01 後田 立谷

_02 後田 立谷

急・舟木１ kyu483-0196 _01 岸良 舟木

kyu483-0196 _02 岸良 舟木

kyu483-0196 _03 岸良 舟木

急・舟木２ kyu483-0197 岸良 舟木

急・船間１ kyu483-0202 _01 岸良 船間

kyu483-0202 _02 岸良 船間

急・船間２ kyu483-0203 _01 岸良 船間

kyu483-0203 _02 岸良 船間

急・船間３ kyu483-0204 岸良 船間

急・船間４ kyu483-0205 _01 岸良 船間

kyu483-0205 _02 岸良 船間

kyu483-0205 _03 岸良 船間

kyu483-0205 _04 岸良 船間

kyu483-0205 _05 岸良 船間

急・船間５ kyu483-0207 岸良 船間

kyu483-0208 _01 岸良 船間

kyu483-0208 _02 岸良 船間

kyu483-0209 _01 岸良 船間

kyu483-0209 _02 岸良 船間

kyu483-0209 _03 岸良 船間



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急・船間８ kyu483-0210 _01 岸良 船間

kyu483-0210 _02 岸良 船間

kyu483-0210 _03 岸良 船間

急・船間９ kyu483-0211 _01 岸良 船間

kyu483-0211 _02 岸良 船間

kyu483-0211 _03 岸良 船間

急・辺塚１ kyu483-0229 _01 岸良 辺塚

kyu483-0229 _02 岸良 辺塚

急・辺塚２ kyu483-0231 岸良 辺塚

急・大浦１ kyu483-0233 _01 岸良 大浦

kyu483-0233 _02 岸良 大浦

急・大浦２ kyu483-0234 _01 岸良 大浦

kyu483-0234 _02 岸良 大浦

kyu483-0234 _03 岸良 大浦

kyu483-0234 _04 岸良 大浦

kyu483-0234 _05 岸良 大浦

急・大浦３ kyu483-0235 _01 岸良 大浦

kyu483-0235 _02 岸良 大浦

kyu483-0235 _03 岸良 大浦

kyu483-0235 _04 岸良 大浦

急・大浦４ kyu483-0236 _01 岸良 大浦

kyu483-0236 _02 岸良 大浦

kyu483-0236 _03 岸良 大浦

kyu483-0236 _04 岸良 大浦

急・舟木３ kyu483-0237 _01 岸良 舟木

kyu483-0237 _02 岸良 舟木

kyu483-0237 _03 岸良 舟木

急・船間１０ kyu483-0238 岸良 船間

急・船間１１ kyu483-0239 _01 岸良 船間

kyu483-0239 _02 岸良 船間

kyu483-0239 _03 岸良 船間

急・船間１２ kyu483-0240 _01 岸良 船間

kyu483-0240 _02 岸良 船間

kyu483-0240 _03 岸良 船間

急・船間１３ kyu483-0241 _01 岸良 船間

kyu483-0241 _02 岸良 船間

kyu483-0241 _03 岸良 船間

急・船間１４ kyu483-0242 _01 岸良 船間

kyu483-0242 _02 岸良 船間



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急・船間１５ kyu483-0243 _01 岸良 船間

kyu483-0243 _02 岸良 船間

kyu483-0243 _03 岸良 船間

kyu483-0243 _04 岸良 船間

kyu483-0243 _05 岸良 船間

急・五郎ケ元１ kyu483-0244 岸良 五郎ケ元

急・五郎ケ元２ kyu483-0245 _01 岸良 五郎ケ元

kyu483-0245 _02 岸良 五郎ケ元

急・辺塚３ kyu483-0247 _01 岸良 辺塚

kyu483-0247 _02 岸良 辺塚

kyu483-0247 _03 岸良 辺塚

急・辺塚４ kyu483-0248 _01 岸良 辺塚

kyu483-0248 _02 岸良 辺塚

急・大浦５ kyu483-0249 岸良 大浦

急・大浦６ kyu483-0250 岸良 大浦

急・船間１６ kyu483-0252 _01 岸良 船間

kyu483-0252 _02 岸良 船間

kyu483-0252 _03 岸良 船間

急・船間１７ kyu483-0253 _01 岸良 船間

kyu483-0253 _02 岸良 船間

kyu483-0253 _03 岸良 船間

kyu483-0253 _04 岸良 船間

急・船間１８ kyu483-0254 _01 岸良 船間

kyu483-0254 _02 岸良 船間

kyu483-0254 _03 岸良 船間

急・船間１９ kyu483-0255 _01 岸良 船間

kyu483-0255 _02 岸良 船間

急・船間２０ kyu483-0256 _01 岸良 船間

kyu483-0256 _02 岸良 船間

kyu483-0256 _03 岸良 船間

kyu483-0256 _04 岸良 船間

急・大浦７ kyu483-0257 _01 岸良 大浦

kyu483-0257 _02 岸良 大浦



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急・倉１ kyu483-0002 南方 倉

急・倉２ kyu483-0003 南方 倉

急・津代１ kyu483-0005 _01 南方 津代

kyu483-0005 _02 南方 川原瀬

急・鍋浦１ kyu483-0006 _01 南方 鍋浦

kyu483-0006 _02 南方 鍋浦

急・尾方前１ kyu483-0008 _01 南方 尾方前

kyu483-0008 _02 南方 川原瀬

急・尾方前２ kyu483-0009 南方 尾方前

急・尾方前３ kyu483-0010 南方 尾方前

急・尾方前４ kyu483-0012 _01 南方 尾方前

kyu483-0012 _02 南方 尾方前

kyu483-0012 _03 南方 尾方前

kyu483-0012 _04 南方 尾方前

急・川原瀬１ kyu483-0015 南方 川原瀬

急・尾方前５ kyu483-0017 _01 南方 尾方前

kyu483-0017 _02 南方 尾方前

kyu483-0017 _03 南方 尾方前

急・鍋浦２ kyu483-0018 南方 鍋浦

急・鍋浦３ kyu483-0019 _01 南方 鍋浦

kyu483-0019 _02 南方 鍋浦

kyu483-0019 _03 南方 鍋浦

急・白木１ kyu483-0020 _01 南方 白木

kyu483-0020 _02 南方 白木

急・倉３ kyu483-0053 _01 南方 倉

kyu483-0053 _02 南方 倉

kyu483-0053 _03 南方 倉

kyu483-0053 _04 南方 倉

kyu483-0053 _05 南方 倉

急・倉４ kyu483-0055 _01 南方 倉

kyu483-0055 _02 南方 倉

急・大平見１ kyu483-0060 _01 南方 大平見

kyu483-0060 _02 南方 大平見

急・丸山１ kyu483-0067 南方 丸山

急・乙田１ kyu483-0069 _01 南方 乙田

kyu483-0069 _02 南方 乙田

kyu483-0069 _03 南方 乙田

急・山ノ口１ kyu483-0072 _01 南方 山ノ口

kyu483-0072 _02 南方 山ノ口

急・山ノ口２ kyu483-0075 _01 南方 山ノ口

kyu483-0075 _02 南方 山ノ口

kyu483-0075 _03 南方 丸山



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急・乙田２ kyu483-0077 _01 南方 乙田

kyu483-0077 _02 南方 乙田

急・小野１ kyu483-0078 _01 南方 小野

kyu483-0078 _02 南方 小野

kyu483-0078 _03 南方 小野

急・五橋１ kyu483-0079 _01 南方 五橋

kyu483-0079 _02 南方 五橋

kyu483-0079 _03 南方 五橋

kyu483-0079 _04 南方 五橋

kyu483-0079 _05 南方 五橋

急・平岩１ kyu483-0082 南方 平岩

急・乙田３ kyu483-0083 _01 南方 乙田

kyu483-0083 _02 南方 乙田

急・港山添１ kyu483-0084 南方 港山添

急・大平見２ kyu483-0085 _01 南方 大平見

kyu483-0085 _02 南方 大平見

kyu483-0085 _03 南方 大平見

kyu483-0085 _04 南方 大平見

kyu483-0085 _05 南方 大平見

急・上ノ小野１ kyu483-0086 南方 上ノ小野

急・港山添２ kyu483-0087 _01 南方 港山添

kyu483-0087 _02 南方 港山添

急・仁田山塩入１ kyu483-0088 _01 南方 仁田山塩入

kyu483-0088 _02 南方 上小丸

急・大平見３ kyu483-0089 _01 南方 大平見

kyu483-0089 _02 南方 大平見

kyu483-0089 _03 南方 大平見

急・侍金１ kyu483-0093 _01 南方 侍金

kyu483-0093 _02 南方 侍金

急・侍金２ kyu483-0094 _01 南方 侍金

kyu483-0094 _02 南方 侍金

急・吉重１ kyu483-0097 _01 南方 吉重

kyu483-0097 _02 南方 吉重

kyu483-0097 _03 南方 吉重

kyu483-0097 _04 南方 吉重

kyu483-0097 _05 南方 吉重

急・上原１ kyu483-0101 _01 南方 上原

kyu483-0101 _02 南方 上原

kyu483-0101 _03 南方 上原

kyu483-0101 _04 南方 上原



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鹿児島県資料

急・上原２ kyu483-0106 _01 南方 上原

kyu483-0106 _02 南方 上原

kyu483-0106 _03 南方 上原

kyu483-0106 _04 南方 上原

kyu483-0106 _05 南方 上原

急・上原３ kyu483-0108 _01 南方 上原

kyu483-0108 _02 南方 上原

急・上原４ kyu483-0110 南方 上原

急・上原５ kyu483-0111 _01 南方 上原

kyu483-0111 _02 南方 上原

kyu483-0111 _03 南方 上原

急・尾方前６ kyu483-0114 _01 南方 尾方前

kyu483-0114 _02 南方 尾方前

急・五橋２ kyu483-0260 南方 五橋

急・五橋３ kyu483-0261 _01 南方 五橋

kyu483-0261 _02 南方 五橋

急・大平見４ kyu483-0262 _01 南方 大平見

kyu483-0262 _02 南方 大平見

急・上原６ kyu483-0263 南方 上原

急・上原７ kyu483-0264 _01 南方 上原

kyu483-0264 _02 南方 上原

kyu483-0264 _03 南方 上原

急・上原８ kyu483-0265 南方 上原

急・上原９ kyu483-0266 南方 上原

急・乙田４ kyu483-0267 _01 南方 乙田

kyu483-0267 _02 南方 乙田

kyu483-0267 _03 南方 乙田

kyu483-0267 _04 南方 乙田

kyu483-0267 _05 南方 乙田

急・吉重２ kyu483-0268 南方 吉重

急・乙田５ kyu483-0269 南方 上原

急・上原１０ kyu483-0270 南方 上原

急・上原１１ kyu483-0271 _01 南方 上原

kyu483-0271 _02 南方 上原

急・ふれあいの森 kyu483-0272 _01 南方 五橋

kyu483-0272 _02 南方 五橋

kyu483-0272 _03 南方 五橋

kyu483-0272 _04 南方 五橋

kyu483-0272 _05 南方 五橋

kyu483-0272 _06 南方 五橋

kyu483-0272 _07 南方 五橋

kyu483-0272 _08 南方 五橋



別表６）洪水危険地帯 

  

 

洪水危険地帯 

（高山地区） 

 

 

（内之浦地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



肝付川水系浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表７）雨量観測所一覧表 



資－49 

別表８）水位観測所名 

 

番

号 

 

振 

興 

局 

名 

河川名 
観測 

所名 
位 置 

水  位 

水位計 

種 別 

管理者 

(所属) 

 
平常 

 

(m) 

水防

団待

機 

(m)

はん

濫注

意 

(m)

避難

判断

水位

(m)

はん

濫 

危険 

(m) 

1 
大

隅 
肝属川 俣瀬 

東串良

町川西 
0.43 2.80 3.80 4.70 5.00 ﾃﾚﾒｰﾀ 

大隅河川 

国道事務所

2 
大

隅 
高山川 高山橋 

肝付町

新 富 
-0.17 3.30 4.60 5.10 6.40 ﾃﾚﾒｰﾀ 

大隅河川 

国道事務所

 
 

 

  



別表９）水門一覧表 

 

  



別表10）水防倉庫並びに備蓄資機材 

（１）高山地区



別表11）重要水防区域における輸送経路図 



別表12）災害時防災関係機関一覧表 



別表13）情報収集サイト一覧 



別表14） 
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